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よ
う
や
く
春
め
い
て
ま
い
り
ま
し

た
今
日
こ
の
頃
、
後
援
会
の
皆
様
に

は
ま
す
ま
す
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
卒
業
さ
れ
ま
す
管
理
栄

養
学
科
と
食
品
学
科
の
皆
様
、
誠
に

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

卒
業
さ
れ
る
ご
子
息
、
ご
息
女
の

皆
様
を
温
か
く
支
え
て
く
だ
さ
っ
た

ご
家
族
の
皆
様
の
お
慶
び
は
い
か
程

か
と
拝
察
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
卒
業
さ
れ
る
皆
様
は
東
京
聖

栄
大
学
の
第
四
回
目
の
卒
業
生
と
な

ら
れ
ま
す
。
こ
の
四
年
間
学
ん
で
こ

ら
れ
た
「
食
」
に
つ
い
て
の
知
識
を

就
職
先
を
通
し
て
世
の
中
の
多
く
の

方
々
へ
貢
献
し
て
い
た
だ
く
と
い
う

使
命
を
担
っ
て
巣
立
っ
て
い
か
れ
る

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
昨
年
の
三
月

十
一
日
に
起
き
た
東
日
本
大
震
災
に

よ
る
、
大
き
な
災
害
と
と
も
に
、
原

子
力
発
電
所
の
放
射
能
の
問
題
が
発

生
し
食
に
対
す
る
安
全
に
対
し
大
き

な
注
目
が
注
が
れ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
一
方
「
タ
ニ
タ
の
社
員
食
堂
」
へ

の
注
目
な
ど
食
を
取
り
巻
く
環
境
は

大
き
く
変
化
し
て
お
り
、
今
ほ
ど
注

目
さ
れ
て
い
る
時
も
な
い
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

卒
業
生
の
皆
様
は
就
職
氷
河
期
と

い
わ
れ
る
厳
し
い
状
況
と
食
へ
の
関

心
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る

中
、
社
会
へ
巣
立
っ
て
行
か
れ
る
訳

で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
の
中
、

贈
る
言
葉
と
し
て
、
中
国
の
陽
明
学

の
言
葉
に
「
事
上
磨
錬
」
と
い
う
言

葉
が
あ
り
ま
す
。
陽
明
学
は
実
践
を

重
視
し
て
い
る
学
問
で
す
が
良
い
教

え
は
沢
山
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
就

職
さ
れ
る
皆
様
に
は
こ
の
言
葉
が
良

い
と
思
い
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
こ
と
ば
の
意
味
は
、
広
義
に
と

ら
え
る
と
仕
事
を
通
じ
て
自
分
を
磨

い
て
い
く
と
理
解
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
仕
事
は
ど
ん
な
つ

ま
ら
な
い
事
で
も
誰
か
が
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
事
が
沢
山
あ
り
ま
す
。

期
待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
就
職
し
た
の

に
単
純
な
仕
事
や
だ
れ
で
も
出
来
る

と
思
わ
れ
る
仕
事
を
さ
せ
ら
れ
て
面

白
く
な
い
事
や
、
意
地
悪
な
先
輩
に

悩
ん
だ
り
す
る
こ
と
も
あ
る
か
と
思

い
ま
す
。
そ
ん
な
時
に
全
て
が
勉
強

と
前
向
き
に
捉
え
、
仕
事
や
人
間
関

係
に
向
き
合
っ
て
誠
心
誠
意
努
力
し

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
必
ず
結
果

が
付
い
て
く
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
本
大
学
の
教
職
員
な
ら
び

に
関
係
者
の
皆
様
に
は
熱
心
な
ご
指

導
、
ご
鞭
撻
を
受
け
賜
わ
り
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
本
大
学
と
卒
業
生
の

皆
様
、
後
援
会
の
皆
様
方
の
益
々
の

ご
発
展
を
心
か
ら
ご
祈
念
し
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
二
十
三
年
度 
保
護
者
会
報
告

　

保
護
者
会（
後
援
会
・
大
学
共
催
）

が
、
昨
年
十
月
一
日
（
土
）、
六
十
八

名
の
保
護
者
の
方
の
参
加
が
あ
り
、

本
学
内
で
開
催
さ
れ
た
。

　

当
日
は
、
十
三
時
よ
り
全
体
会
と

し
て
一
号

館
四
階
の

講
堂
を
会

場
と
し
て

柳
瀬
仁
後

援
会
会
長

の
挨
拶
、

松
本
信
二

健
康
栄
養
学
部
長
の
挨
拶
の
後
「
各

学
科
の
現
状
と
課
題
（
報
告
）」
に

つ
い
て
、
阿
左
美
章
治
管
理
栄
養
学

科
長
、
丸
井
正
樹
食
品
学
科
長
よ
り

報
告
が
行
な
わ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
学
科
・
学
年
別
懇
談
会

が
行
わ
れ
、
学
年
担
任
を
中
心
に
懇

談
形
式
と
、
個
別
懇
談
形
式
を
併
用

し
て
実
施
さ
れ
有
意
義
な
時
間
が
持

た
れ
た
。

保
護
者
会
に
参
加
し
て

１
Ｎ
Ａ　

石
黒　

美
乃

　

高
校
三
年
生
の
時
に
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
に
参
加
し
て
「
私
、
こ

の
学
校
に
行
き
た
い
。」
と
言
っ
て

い
た
娘
。
念
願
叶
っ
た
娘
の
学
生
生

活
を
知
る
良
い
機
会
だ
と
思
い
、
参

加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

全
体
会
で
は
現
在
の
学
生
の
現
状

や
国
家
試
験
の
合
格
率
・
就
職
状
況

な
ど
の
報
告
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、

会
場
を
各
教
室
に
移
し
て
学
科
別
・

学
年
別
懇
談
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

認
証
評
価
受
審
に
つ
い
て

保護者会

始
め
は
先
生
方
の
話
し
を
聞
く
形
で

し
た
が
、
保
護
者
同
士
の
自
己
紹
介

を
済
ま
せ
て
か
ら
は
質
問
や
意
見
交

換
等
が
活
発
に
な
り
、
と
て
も
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。
又
、
個
別
に
相
談

出
来
る
コ
ー
ナ
ー
も
あ
っ
た
の
で
、

こ
ち
ら
を
利
用
す
る
方
も
多
く
い
ま

し
た
。
大
変
有
意
義
な
時
間
を
過
ご

す
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

本
学
は
、
財
団
法
人
日
本
高
等
教

育
評
価
機
構
の
大
学
機
関
別
認
証
評

価
を
本
年
度
受
審
し
た
。

　

認
証
評
価
と
は
、
大
学
の
教
育
研

究
水
準
の
向
上
に
資
す
る
た
め
、
教

育
研
究
、
組
織
運
営
及
び
施
設
設
備

等
の
総
合
的
な
状
況
に
つ
い
て
、
政

令
で
定
め
る
期
間
ご
と
に
文
部
科
学

大
臣
か
ら
認
証
を
受
け
た
評
価
機
関

に
よ
る
評
価
基
準
に
基
づ
く
評
価
を

受
け
る
制
度
で
あ
る
。

　

各
大
学
は
、
自
ら
定
め
る
評
価
の

基
準
に
基
づ
き
自
学
を
定
期
的
に
評

価
（
自
己
点
検
活
動
）
す
る
と
同
時

に
、
評
価
機
関
の
評
価
結
果
も
踏
ま

え
、
改
善
を
図
る
こ
と
を
促
す
。

　

本
学
に
お
い
て
は
、
平
成
十
九
年

度
自
己
点
検
及
び
本
年
度
の
受
審
経

過
を
踏
ま
え
た
今
後
の
改
善
へ
の
取

組
み
に
よ
っ
て
教
育
研
究
の
質
の
保

証
が
担
保
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
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●
聖
栄
葛
飾
祭（
大
学
祭
）

　

昨
年
十
一
月
五
日
（
土
）・

六
日（
日
）に『
聖
栄
葛
飾
祭
』

が
開
催
さ
れ
た
。
今
回
は

「Health&
Beauty

～
食
事
か

ら
美
し
く
！
食
事
か
ら
健
康

に
！
～
」
の
テ
ー
マ
で
、
葛
飾
区
の

後
援
、
農
林
水
産
省
関
東
農
政
局
東

京
地
域
セ
ン
タ
ー
の
協
賛
を
受
け
た
。

　

栄
養
や
食
品
に
関
す
る
企
画
を
充

実
さ
せ
、
㈳
全
国
栄
養
士
養
成
施
設

協
会
後
援
「
短
時
間
で
自
分
の
食
生

活
の
改
善
策
が
わ
か
る
っ
て
、
本

当
! ?
」
や
㈳
日
本
フ
ー
ド
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
協
会
共
催
「
大
学
生
が
考
え

た
新
し
い
加
工
食
品
展
（
卒
業
制
作

展
）」
な
ど
の
企
画
を
実
施
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
は
東
日
本
大
震
災
で

被
災
し
た
東
北
地
方
を
応
援
す
る
た

め
に
、
義
援
金
箱
の
設
置
や
福
島
県

塙
町
物
産
展
、
宮
城
県
仙
台
市
出
身

の
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
マ
ン
を
招
い
た

お
笑
い
ラ
イ
ブ
を
実
施
し
た
。

　

卒
業
や
年
度
末
を
ひ
か
え
た
こ
の

時
期
、
学
内
は
、
直
前
講
習
会
や
国

試
合
格
を
目
指
す
四
年
次
生
の
熱
気

と
学
年
仕
上
げ
の
定
期
試
験
に
臨
む

学
生
た
ち
の
緊
張
感
で
満
ち
て
い

る
。
特
に
四
年
次
生
は
、
図
書
館
や

自
習
室
を
利
用
し
、
自
分
達
の｢

決

意
表
明
入
り
、
試
験
ま
で
あ
と
○
○

日
の
ポ
ス
タ
ー
」
を
励
み
に
遅
く
ま

で
頑
張
っ
て
い
る
。
三
年
次
生
は
十

月
に
臨
地
実
習
の
一
回
目
の
報
告
会

を
行
い
、
こ
れ
を
糧
に
次
の
臨
地
実

習
に
備
え
て
い
る
。
こ
の
臨
地
実
習

は
、
こ
れ
か
ら
本
格
化
す
る
就
職
活

動
や
国
試
に
取
り
組
む
心
構
え
の
醸

成
に
大
変
重
要
な
情
報
を
も
た
ら
す

も
の
で
あ
り
、
二
年
次
生
の
報
告
会

へ
の
出
席
も
義
務
付
け
て
い
る
。
ま

た
、
三
年
次
生
は
十
二
月
に
栄
養
士

実
力
認
定

試
験
を
受

験
し
、
学

生
個
々
の

現
在
の
実

力
を
確
認

し
、
三
年

管
理
栄
養
学
科

全
教
職
員
を
挙
げ
て

指
導
と
サ
ポ
ー
ト

管
理
栄
養
学
科
長
　
阿
左
美
章
治

次
か
ら
四
年
次
に
か
け
て
の
国
試
対

策
必
修
教
科
「
特
論
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
」

が
新
た
に
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
と
あ

わ
せ
実
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

　

管
理
栄
養
士
養
成
を
目
指
す
管
理

栄
養
学
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
専
門

性
が
強
く
タ
イ
ト
な
編
成
に
な
っ
て

い
る
。
ゆ
と
り
教
育
世
代
の
学
生
達

に
と
っ
て
一
・
二
年
次
の
専
門
教
科

目
は
、
特
に
難
解
に
映
る
こ
と
か
ら

受
講
に
際
し
て
は
目
的
意
識
を
し
っ

か
り
持
つ
必
要
が
あ
り
、
平
成
二
十 

四
年
度
の
一
年
次
生
か
ら
は
「
管
理

栄
養
士
概
論
」
を
設
定
し
、
導
入
教

育
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
と
し
て
い

る
。
ま
た
大
学
生
活
仕
上
げ
の
四
年

次
に
は
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅰ
・
Ⅱ
の
研
究

室
配
属
に
学
生
の
希
望
を
取
り
入

れ
、
学
生
と
教
員
の
近
い
関
係
で
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実
を

図
っ
て
い
く
。

　

新
年
度
も
管
理
栄
養
学
科
で
は
全

教
員
を
挙
げ
て
、学
生
各
自
の
教
育
、

国
試
合
格
お
よ
び
就
職
に
向
け
更
な

る
指
導
と
サ
ポ
ー
ト
を
続
け
て
い
く
。

国家試験体験講話

学友会活動報告

て
、
来
年
度

の
新
入
生
も

今
年
度
同
様

に
定
員
を
充

た
す
見
込
み

で
あ
る
。
こ

れ
に
よ
る
学

生
数
の
増
加
は
う
れ
し
い
こ
と
で
は

あ
る
が
、
新
た
な
課
題
と
直
面
す
る

こ
と
に
な
る
。
な
か
で
も
、
学
生
指

導
が
希
薄
化
す
る
懸
念
が
も
っ
と
も

重
大
で
あ
ろ
う
。
学
年
担
任
個
人
で

は
学
生
の
要
望
に
応
え
き
れ
な
い
の

で
、
学
科
と
し
て
サ
ポ
ー
ト
す
る
と

い
う
認
識
と
そ
の
体
制
が
要
求
さ
れ

る
で
あ
ろ
う
。

　

就
職
支
援
に
も
大
き
な
努
力
が
求

め
ら
れ
る
。
学
生
数
に
見
合
っ
た
多

く
の
就
職
口
が
必
要
に
な
る
が
、
そ

の
確
保
に
力
を
発
揮
す
る
の
は
卒
業

生
で
あ
る
。
い
い
卒
業
生
は
後
輩
の

活
路
を
開
く
。
こ
こ
で
も
い
い
教
育

へ
の
努
力
が
求
め
ら
れ
る
。
い
い

キ
ャ
ン
パ
ス
環
境
、魅
力
的
な
授
業
、

親
し
い
友
人
、
暖
か
い
家
庭
、
こ
れ

ら
に
包
ま
れ
て
学
ん
だ
学
生
は
会

社
、
否
、
社
会
に
歓
迎
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
。

　

会
報
第
五
十
号
で
報
告
し
た
認
定

資
格
の
食
品
衛
生
微
生
物
検
査
技
士

の
技
術
講
習
認
定
校
に
昨
年
十
二
月

に
正
式
に
登
録
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ

食
品
学
科

求
め
ら
れ
る更

な
る
改
善
努
力

食
品
学
科
長
　
丸
井
　
正
樹

り
、
本
資
格
を
目
指
す
学
生
の
経
済

的
負
担
が
軽
く
な
る
。
取
得
が
難
し

い
資
格
で
あ
る
が
、
実
務
に
活
か
せ

る
ゆ
え
に
、
学
生
た
ち
に
果
敢
に
挑

戦
し
て
欲
し
い
。

サンデー
クッキング

模擬店

学
生
支
援
セ
ン
タ
ー

　

二
月
十
四
日
・
十
五
日
・
十
七
日

の
三
日
間
、
三
年
次
生
を
主
対
象
と

し
た
「
業
界
・
企
業
説
明
会
」
が
開

催
さ
れ
た
。
今
年
は
、
過
去
最
多
の

延
べ
三
十
一
社
の
人
事
担
当
が
来
校

さ
れ
た
。
本
学
学
生
の
主
要
就
職
先

と
な
る
給
食
会
社
・
食
品
会
社
・
ホ

テ
ル
・
飲
食
関
係
企
業
等
の
人
事
担

当
者
か
ら
は
、
各
企
業
の
説
明
と
求

め
る
人
材
像
等
が
話
さ
れ
た
。
三
日

間
と
も
、
午
前
は
全
体
説
明
会
、
昼

食
時
に
は
、
企
業
人
事
担
当
者
と
本

学
就
職
関
係
教
職
員
と
の
意
見
交
換

会
、
午
後
に

は
各
企
業
別

の
個
別
説
明

会
が
行
な
わ

れ
、
真
剣
な

質
疑
応
答
が

交
わ
さ
れ

た
。

企業説明会

就
職
イ
ベ
ン
ト

「
業
界
・
企
業
説
明
会
」
の
開
催

三
十
一
社
の
人
事
担
当
者
来
校

卒業論文発表会

　

一
年
次
生
の
定
員
充
足
に
加
え



入学式
（H23.4.2）

地域共創活動（わんぱく相撲）
（H23.5.15）

食品関係企業説明会
（H23.7.19）

聖栄葛飾祭
（H23.11.5 ～ 11.6）

農林水産省特別講演会
（H23.6.15）

体育祭
（H23.6.3）

就職活動対策講座
（H23.9.27）

就職活動のためのディスカッション講座
（H23.11.24）

学生との意見交換会
（H23.6.9）

防災訓練
（H23.10.19）

普通救命講習
（H23.12.14）

１年次生マナー講座
（H23.6.24）

学友会総会
（H23.4.13）

奨学金授与式
（H23.5.26）

『建学の精神』プレート
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４月１日（日）	 学年開始
４月１日（日）	 入学式
４月２日（月）～６日（金）
	 ガイダンス等
４月９日（月）	 前期授業開始
５月31日（木）
	 学園創立記念日
７月30日（月）	 前期授業終了
８月７日（火）	 夏期休暇開始
９月21日（金）
	 夏期休暇終了・前期終了
９月24日（月）
	 後期開始・後期授業開始
11月１日（木）・２日（金）
	 大学祭準備
11月３日（土）～４日（日）
	 聖栄葛飾祭
11月５日（月）
	 大学祭後片付（休講）
11月６日（火）	 代日休校
12月22日（土）	 授業終了
12月25日（火）	冬期休暇開始
１月５日（土）	 冬期休暇終了
１月７日（月）	 授業再開
２月２日（土）	 後期授業終了
３月15日（金）	 卒業式
３月31日（日）	 学年終了

平成24年度

学　年　暦

副
会
長
挨
拶

後
援
会
副
会
長　

髙
木　

善
繁

　

早
春
の
頃
、
後
援
会
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
益
々
の
ご
健
勝
の
こ

と
と
存
じ
ま
す
。

　

ま
も
な
く
卒
業
式
を
迎
え
卒
業
生

に
向
け
て
新
入
社
員
や
職
員
と
し
て

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
述
べ
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

新
し
い
職
場
で
色
々
な
指
示
を
頂

い
て
仕
事
を
進
め
る
事
に
な
り
ま
す

が
、
そ
の
際
、
そ
の
作
業
の
目
的
と

す
る
の
は
何
か
？
を
知
っ
て
実
施
す

る
の
と
、
言
わ
れ
た
こ
と
を
何
も
考

え
ず
に
そ
の
ま
ま
実
施
す
る
の
で
は

結
果
に
違
い
が
出
て
き
ま
す
。
目
的

を
知
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
創
意
工

夫
が
可
能
で
す
が
、
知
ら
な
い
場
合

に
は
言
わ
れ
た
事
を
そ
の
ま
ま
実
施

す
る
事
し
か
出
来
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
仕
事
の
手
順
に
つ
い
て

は
、
そ
の
職
場
で
の
過
去
か
ら
の
経

験
に
よ
る
積
み
重
ね
で
出
来
て
い
る

た
め
、
新
人
の
思
い
つ
き
で
勝
手
に

変
え
て
実
施
す
る
の
は
好
ま
し
く
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

平
成
二
十
四
年
度

後
援
会
総
会
開
催
に
つ
い
て

一
．
日　

時

　
　

平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
（
日
）

　
　

午
前
十
一
時
頃

　
　
（
入
学
式
に
引
続
き
）

二
．
場　

所

　
　

わ
た
な
べ
記
念
館
（
講
堂
）

一
時
間
程
の
お
時
間
で
す
。
ご
出
席

戴
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

創
意
工
夫
を
実
施
す
る
前
に
は
、
先

任
者
に
確
認
を
取
る
こ
と
も
必
要
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
新
入
社
員
や
職
員
は
外
部

か
ら
来
た
人
で
す
の
で
、
そ
の
職
場

の
人
と
は
違
う
視
点
で
見
る
事
が
出

来
ま
す
。
そ
の
た
め
そ
の
職
場
の
人

が
気
づ
か
な
か
っ
た
改
善
点
の
提
案

も
可
能
と
な
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
仕

事
を
覚
え
て
早
く
戦
力
に
な
る
事
、

そ
の
過
程
に
お
い
て
疑
問
点
が
あ
っ

た
場
合
に
は
先
任
者
に
ど
し
ど
し
質

問
し
、
積
極
性
を
持
っ
て
仕
事
に
当

た
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
大
学
と
後
援
会
の
皆
様

の
益
々
の
ご
発
展
を
お
祈
り
し
て
い

ま
す
。

　

文
部
科
学
省
の
調
査
に
よ
る
と
、

今
年
の
大
学
新
卒
者
内
定
状
況
は
、

「
就
職
氷
河
期
」
よ
り
低
い
過
去
最

悪
の
状
況
と
な
っ
た
昨
年
と
ほ
ぼ
同

　
４年次生の主な就職進学予定先

【就職】
＜管理栄養士・栄養士職＞
（公務員）　東京都栄養士
（病院）　（医社）三友会、聖隷佐倉市民病院、千葉
大学医学部附属病院㈶同仁会、東京東病院、船橋総
合病院、友愛記念病院
（福祉施設）　（社福）カリタスの園　聖ヨゼフ寮、
（社福）勝曼会　特養あすみの丘、（社福）照陽会　特
養みんなと暮らす町、（社福）東京愛育苑　向島学
園、白十商事㈲、（社福）初穂会　特養稲毛こひつじ
園、（社福）福陽会、ワタミの介護㈱
（保育園）　あゆみ保育園、ケアーズ保育園、つぼみ
保育園、（社福）東京児童協会、㈱日本保育サービス、
（社福）ベタニヤホーム、（社福）わかみや福祉会
（給食会社）　アイビス㈱、栄養食㈱、エームサービ
ス㈱、㈱エム・ティー・フード、㈱グランディック、西
洋フード・コンパスグループ㈱、㈱セブン＆アイ・
フードシステムズ、㈱ニッコクトラスト、日清医療
食品㈱、日本医療サービス㈱、㈱日本栄養給食協会、
日本給食サービス㈱、㈱藤給食センター、富士産業
㈱、ベストフードサービス㈱、㈱メフォス、㈱LEOC、
㈱レパスト
（薬局・その他）　㈱カワチ薬品、㈱クリエイトエス・
ディー、㈱ファンデリー、㈱美高商事
＜一般企業＞
㈱あじかん、㈱アルファ・ウェーブ、㈱インターアシ
スト、㈱王将フードサービス、柏崎農業協同組合、カ
セイ食品㈱、カネ美食品㈱、きらら歯科医院、㈱くら
コーポレーション、㈱グルメン、黒須建設㈱、㈱玄米
酵素、㈱寿食品工業、正栄食品工業㈱、㈱大庄、㈱ダ
イヤモンド・ドリーム・ダイニング、㈱東急グルメフ
ロント、㈱東京一番フーズ、㈱トーエイビジコム、ト
オカツフーズ㈱、㈱人形町今半、㈱ファーストフー
ズ、㈱ベンチャーバンク、㈱ホンダカーズ千葉、明治
屋産業㈱、わらべや日洋㈱
＜学校＞
　東京聖栄大学（助手）
【進学】
　�人間総合科学大学大学院

進
路
状
況

率
と
な
っ
て
い
る
。
本
学
の
内
定
状

況
は
二
月
末
現
在
で
、
昨
年
同
日
比

五
ポ
イ
ン
ト
プ
ラ
ス
の
七
六
％
で
あ

る
。

　

学
科
別
に
は
、管
理
栄
養
学
科
は
、

管
理
栄
養
士
職
を
中
心
に
約
八
十
％

の
内
定
率
と
な
っ
て
い
る
。今
年
は
、

病
院
・
社
会
福
祉
施
設
等
の
直
営
給

食
管
理
栄
養
士
の
内
定
者
が
多
い
。

　

食
品
学
科
は
、
食
品
企
業
の
研

究
・
技
術
・
製
造
職
や
調
理
職
な
ど

幅
広
い
進
路
と
な
っ
て
い
る
。

　

学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
関
係
教

職
員
の
協
力
の
も
と
、
今
後
も
就
職

未
内
定
者
へ
の
支
援
に
全
力
を
尽
く

し
て
い
く
。

　

ま
た
、
現
三
年
次
生
の
就
職
活
動

開
始
は
昨
年
度
よ
り
二
ヶ
月
遅
れ
た

が
、今
後
採
用
活
動
が
本
格
化
す
る
。

就
職
希
望
者
の
健
闘
を
期
待
す
る
。

就職活動体験講話


